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善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題　

本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て

二
三

一　

問
題
提
起

中
国
唐
代
を
生
き
た
善
導
に
対
す
る
評
価
は
、
中
国
と
日
本
で
は
大
き
く
異
な

る
。
中
国
で
は
廬
山
寺
慧
遠
に
継
ぐ
蓮
宗
第
二
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
評
価
は
諸
行
厳
修
・
持
律
堅
固
と
い
う
言
葉
で
形
容
さ
れ
る
よ
う
な
僧
侶
像
で

あ
る
。
他
方
、
日
本
で
の
評
価
と
は
、
法
然
や
親
鸞
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
善
導
で

あ
る
。
即
ち
「
凡
夫
の
称
名
念
仏
に
よ
る
西
方
浄
土
の
教
え（

１
）」

に
生
き
た
善
導
像
で

あ
る
。
そ
の
善
導
に
つ
い
て
法
然
は
「
偏
依
善
導
一
師（

２
）

」、
親
鸞
は
「
善
導
独
明
仏

正
意（

３
）」

と
讃
仰
す
る
。
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
善
導
は
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

の
か
。
そ
の
要
因
の
一
つ
に
『
観
経
』
を
定
散
二
善
を
説
く
経
典
と
し
て
で
は
な

く
、
称
名
念
仏
に
よ
る
凡
夫
往
生
を
説
く
経
典
と
し
て
読
み
解
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
特
に
注
視
す
べ
き
は
「
凡
夫
」
に
自
己
を
投
影
し
て
い
く
善
導
の
学
び
の
姿
勢

善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題
　
本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て市

　
野
　
智
　
行

で
あ
る
。
そ
れ
は
教
理
的
に
は
行
の
判
釈
（
称
名
正
定
業
）
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。
正
助
二
業
の
判
釈
か
ら
称
名
を
正
定
業
と
し
て
見
定
め
て
い
く
善
導
の
理

解
は
後
代
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
誤
解
を
招
き
や
す
い
が
、
善
導
が
称
名

念
仏
を
正
定
業
と
判
じ
た
の
は
、
単
に
諸
行
よ
り
称
名
念
仏
が
行
じ
易
い
と
い
う
こ

と
だ
け
が
、
そ
の
理
由
で
は
な
い
。
そ
の
根
底
に
は
「
順
彼
仏
願
故（

４
）」

と
い
う
阿
弥

陀
仏
へ
の
信
順
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
行
の
判
釈
と
い
っ
て
も
、
信
の
課
題
を
別

に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
求
道
に
対
し
て
自
ら
を
依

り
処
と
せ
ず
、
仏
語
・
仏
教
・
仏
意
に
随
順
す
べ
き（

５
）と

述
べ
る
善
導
の
姿
か
ら
も
十

分
に
窺
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
易
行
に
対
し
て
難
信
と
い
う
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
諸
行
に
簡
ん
で
称
名
念
仏
一
行
を
明
確
に
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
日
本
に
お
い
て
善
導
が
評
価
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
が
あ
る
。
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二
四

本
論
の
目
論
み
は
善
導
が
見
定
め
た
行
に
対
す
る
信
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
考
察
の
手
法
と
し
て
「
本
願
加
減
の
文
」
に
着
目
し
た
い
。

二　

本
願
加
減
の
文

二
‐
１　

加
減
の
内
容

な
ぜ
、
行
と
信
の
関
係
性
を
考
察
す
る
上
で
、
本
願
加
減
の
文
を
そ
の
材
料
と
す

る
の
か
。
一
つ
に
は
、
曽
我
量
深
が
「
本
願
復
元
の
文（

６
）」

と
呼
称
し
た
よ
う
に
、
本

願
加
減
の
文
が
真
宗
学
を
学
ぶ
上
で
根
源
的
課
題
と
も
言
え
る
「
本
願
」
に
対
す
る

理
解
に
基
づ
い
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
口
に
「
行
」
あ
る
い
は
「
信
」
と

言
っ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
切
り
離
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
尊
教（

７
）と

い
う
救
済
構
造
を
提
示
す
る
善
導
に
あ
っ
て
は
、
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
法

然
に
と
っ
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
た
と
え
ば
、『
選
択
集
』
で
は
、「
本
願
」

を
テ
ー
マ
に
扱
う
「
本
願
章
」
の
冒
頭
で
、『
大
経
』
の
第
十
八
願
文
を
引
用
し
、

そ
の
直
後
に
『
観
念
法
門
』
と
『
往
生
礼
讃
』
か
ら
本
願
加
減
の
文
を
連
引
し
て
い

る（
８
）。

ま
た
法
然
は
、『
拾
遺
語
灯
録
』
巻
中
「
示
或
人
詩
」
の
中
で
、

こ
の
文
（
加
減
の
文
）
を
つ
ね
に
、
く
ち
に
も
と
な
へ
、
心
に
も
う
か
べ
眼
に

も
あ
て
て（

９
）

や
、

此
文
は
四
十
八
願
の
ま
な
こ
也
、
肝
な
り
、
神
也）

（（
（

。

と
述
べ
、
加
減
の
文
を
四
十
八
願
の
眼
目
と
し
、
常
に
保
つ
べ
き
必
要
性
を
説
い
て

い
る
。
親
鸞
も
ま
た
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
「
行
巻）

（（
（

」
や
後
序）

（（
（

に
こ
の
本
願
加
減

の
文
を
引
い
て
い
る
。

で
は
、
本
願
加
減
の
文
と
呼
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
こ
の
「
加
減
」
と
は
具
体
的

に
、
何
を
加
え
、
何
を
除
い
て
い
る
の
か
。
法
然
も
親
鸞
も
『
観
念
法
門
』
ま
た
は

『
往
生
礼
讃
』
か
ら
引
用
す
る
が
、
そ
も
そ
も
本
願
加
減
の
文
の
先
蹤
と
な
る
も
の

は
、
道
綽
の
『
安
楽
集
』
に
お
け
る
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
、『
大
経
』
の
第
十
八

願
文
と
そ
れ
に
対
す
る
道
綽
・
善
導
の
加
減
の
文
を
比
較
し
た
い
。

　
『
大
経
』

設
ヒ
我
得
ン
ニ

レ

仏
ヲ
、
十
方
ノ
衆
生
、
至
シレ

心
ヲ
信
楽
シ
テ
欲
ヒ
テ

レ

生
レ
ン
ト

二　

我
ガ
国
ニ一
、
乃

至
十
念
セ
ン
、
若
シ
不
バ

レ
生
レ
者
、
不
レ
取
ラ二
正
覚
ヲ一
。
唯
除
ク二
五
逆
ト
誹
謗
正
法

）
（（
（ヲ一



　
『
安
楽
集
』

若
シ
有
リ
テ
二　

衆
生
一
縦
令
タ
ト
イ
一
生
造
レ
ド
モ

レ　

悪
ヲ
、
臨
ミ
テ

二　

命
終
ノ
時
ニ一

十
念
相
続
シ
テ

称
セ
ン
ニ

二　

我
ガ
名
字
ヲ一
、
若
シ
不
バレ
生
レ
者
不
トレ
取
ラ二
正
覚
）
（（
（ヲ一

　
『
往
生
礼
讃
』

若
シ
我
成
仏
セ
ン
ニ
、
十
方
ノ
衆
生
称
セ
ン
コ
ト

二　
　

我
ガ
名
号
ヲ一
、
下
至
ル
マ
デ

二　

十
声
ニ一
、
若
シ

不
バレ
生
レ
者
不
レ
取
ラ二
正
覚

）
（（
（
ヲ一
。

　
『
観
念
法
門
』

若
シ
我
成
仏
セ
ン
ニ
、
十
方
ノ
衆
生
願
シ
テ

レ

生
ゼ
ン
ト

二　

彼
国
ニ一
、
称
セ
ン
コ
ト

二　
　

我
ガ
名
字
一
、
下

至
ル
マ
デ

二　

十
声
ニ一
、
乗
ジ
テ

二

我
ガ
願
力
ニ一
、
若
シ
不
バレ
生
レ
者
、
不
レ
取
ラ二
正
覚
）
（（
（ヲ一

『
大
経
』
の
十
八
願
文
を
基
軸
と
し
て
考
え
る
と
、
加
減
の
文
に
よ
っ
て
除
か
れ
て

い
る
文
言
は
、「
至
心
信
楽
欲
生
」（
三
信
）
と
「
唯
除
の
文
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、



善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題　

本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て

二
五

称
名
念
仏
を
意
味
す
る
「
称
我
名
号
（
字
）」
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

三
信
と
称
名
の
関
係
は
、
単
に
除
く
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
意
図
を
持
っ
た

置
換
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
道
綽
は
「
十
方
衆
生
」
を
「
一

生
造
悪
の
衆
生
」
に
、
善
導
も
「
乃
至
十
念
」
を
「
下
至
十
声
」
と
し
て
い
る
。
両

者
の
相
違
点
は
後
に
論
じ
て
い
く
が
、
大
き
く
共
通
す
る
部
分
は
唯
除
の
文
と
三

信
・
称
名
の
置
き
換
え
に
つ
い
て
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
一
つ
に
唯
除
の

文
が
除
か
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
。
二
つ
に
「
称
我
名
号
」
の
文
言
を
加
え
、
更
に

「
乃
至
十
念
」
を
「
下
至
十
声
」
と
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
八
願
文
に
称
名
の

意
味
を
与
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
。
そ
し
て
最
後
に
、
三
信
と
称
名
が
置
換
さ
れ
る

要
因
に
つ
い
て
。
以
上
三
点
を
考
察
の
中
心
視
座
に
据
え
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二
‐
２　

唯
除
の
文

加
減
の
文
が
道
綽
の
十
八
願
文
理
解
を
先
駆
と
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
一
言
し

た
。
し
た
が
っ
て
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
や
『
観
念
法
門
』
の
加
減
の
文
が
師
道

綽
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
、
両
者
の
比
較
か
ら
も
十
分
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
道
綽
と
善
導
の
一
番
の
相
違
点
は
、
そ
の
主
体
に
つ
い

て
で
あ
る
。
善
導
は
十
八
願
文
と
同
じ
「
十
方
衆
生
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
道
綽
は

「
一
生
造
悪
」
の
衆
生
と
見
定
め
て
い
る
。
更
に
道
綽
は
そ
の
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
の

名
字
を
称
え
る
時
を
、「
臨
命
終
時
」
と
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
一
生
造
悪
」
や

「
臨
命
終
時
」
と
い
っ
た
表
現
方
法
に
注
目
す
る
と
、
道
綽
が
第
十
八
願
文
の
「
十

方
衆
生
」
を
、『
観
経
』
下
下
品
の
経
説
と
対
応
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
即

ち
、
道
綽
は
下
下
品
の
五
逆
の
凡
夫
が
、
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
し
十
念
相
続
す
る
こ

と
を
も
っ
て
往
生
を
得
る
文
と
し
て
第
十
八
文
を
領
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
そ
の
被
救
済
者
が
五
逆
の
凡
夫
で
あ
る
以
上
、
当
然
唯
除
の
文
は
道
綽
の
立
場

で
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
道
綽
の
理
解
を
継
承
し
て
い
る
善
導
も
「
十
方
衆
生
」
と
記
し
な
が
ら
も
、

具
体
的
に
は
下
下
品
の
経
説
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

善
導
は
『
観
念
法
門
』
で
加
減
の
文
を
提
示
し
た
直
後
に
、

此
レ
即
チ
是
願
ズ
ル

二

往
生
ヲ一
行
人
、
命
欲
ス
ル

レ

終
ラ
ン
ト
時
、
願
力
摂
シ
テ
得
シ
ム

二

往
生
ヲ一

）
（（
（

と
『
大
経
』
の
第
十
八
願
文
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
命
終
時
の
経
説
と
解
し
て
い

る
。
善
導
に
お
い
て
も
下
下
品
の
五
逆
の
凡
夫
人
が
救
わ
れ
る
根
拠
と
し
て
、
こ
の

本
願
加
減
の
文
を
配
置
し
て
お
り
、
更
に
そ
の
具
体
的
な
行
と
し
て
「
称
我
名
号
下

至
十
声
」
と
口
称
念
仏
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
善
導
の
下
下
品
に
対
す
る
具
体
的
な
了
解
を
押
さ
え
つ
つ
、
唯
除
の
文

が
省
略
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
善
導
は
九
品
の
全
て
を
凡
夫
と
す

る
。
そ
し
て
九
つ
に
分
け
ら
れ
る
理
由
を
遇
縁
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
見
定
め
る）

（（
（

。

そ
し
て
下
下
品
の
位
に
つ
い
て
、

即
チ
是
具
ニ
造
レ
ル

二

五
逆
等
ヲ一
重
罪
ノ
凡
夫
人
也）

（（
（

と
押
さ
え
、
五
逆
を
造
る
凡
夫
を
下
下
品
の
主
体
と
定
め
る
。
こ
の
下
下
品
へ
の
注

釈
は
、
五
逆
と
い
う
罪
の
軽
重
を
論
点
と
し
て
七
段
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
中
で

特
に
善
導
が
労
を
費
や
し
て
い
る
の
が
、
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二
六

正
シ
ク
明
ス二
第
五
第
六
門
ノ
中
ノ
、
簡
機
造
悪
ノ
軽
重
之
相
ヲ一

）
（（
（

と
い
う
、
機
と
造
悪
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
悪
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
る
具
体
的

内
容
は
、
こ
の
下
下
品
で
は
五
逆
が
主
題
と
な
る
。
そ
し
て
罪
の
軽
重
や
多
少
に
つ

い
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
を
質
と
量
の
両
面
か
ら
押
さ
え
て
い
く）

（（
（

。
更
に
は

罪
に
対
す
る
酬
い
、
つ
ま
り
罪
の
因
果
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

明
ス下

非
ズ二

業
ト
シ
テ
不
ル
ハ

一
レ

受
ケ二

其
ノ
報
ヲ一
、
非
ズ
ト
イ
フ
コ
ト
ヲ

中　
　
　
　
　

因
ト
シ
テ
不
ル
ハ

上
レ

受
ケ二

其
ノ
果
ヲ一
、

因
業
既
ニ
非
ズ二
是
楽
ニ一
、
果
報
焉
ゾ
能
ク
不
ラ
ン

レ

苦
ナ
ラ
也）

（（
（

罪
に
対
す
る
果
報
は
罰
と
し
て
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
因
業
が
非
楽
な
も

の
で
あ
る
限
り
、
そ
の
果
報
が
苦
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
必
然
の
こ
と
で
あ
る
。

善
導
は
罪
に
つ
い
て
、
ま
ず
も
っ
て
質
・
量
・
果
報
と
い
っ
た
常
識
的
な
側
面
に

よ
っ
て
分
析
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
押
さ
え
た
上
で
、
次
に
問
答
を
施
設
し
て
核

心
的
な
課
題
へ
と
言
明
し
て
い
く
。
そ
の
問
い
と
は
、

問
テ
曰
ク
。
如
キ
ハ

二

四
十
八
願
ノ
中
ノ一
、
唯
除
キ
テ

二

五
逆
ト
誹
謗
正
法
ト
ヲ

一

、
不
レ
得
シ
メ

二

往

生
ヲ一
。
今
此
ノ
『
観
経
ノ
』
下
品
下
生
ノ
中
ニ
ハ
、
簡
キ
ラ
ヒ
テ

二　
　

謗
法
ヲ一
摂
セ
ル
ハ

二　

五
逆
ヲ一
者
、

有
ル
ヤ

二

何
ノ
意
カ一
也）

（（
（

『
大
経
』
の
本
願
（
第
十
八
願
文
）
に
は
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
と
説
か
れ
、
他

方
『
観
経
』
の
下
下
品
で
は
謗
法
は
除
か
れ
る
が
、
五
逆
の
者
は
摂
せ
ら
れ
る
と
説

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
答
は
そ
の
相
違
を
問
う
も
の
で
あ
る）

（（
（

。
こ
こ
で
言
う
核
心

的
な
課
題
と
は
、
造
悪
の
機
の
救
済
の
是
非
に
つ
い
て
で
あ
る
。
五
逆
謗
法
の
凡
夫

が
救
わ
れ
る
か
否
か
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
善
導
は
『
大
経
』
と
『
観
経
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
対
応
し

よ
う
と
す
る
。
ま
ず
『
大
経
』
を
立
場
と
し
て
、

答
テ

曰
ク
。
此
ノ

義
仰
イ
デ

就
テ二

抑
止
門
ノ

中
ニ一

解
ス
。
如
キ二

四
十
八
願
ノ

中
ノ一

、

除
ク
コ
ト
ハ

二　
　

謗
法
・
五
逆
ヲ一

者
、
然
ル
ニ
此
之
二
業
、
其
ノ
障
極
重
ナ
リ
。
衆
生
若
シ

造
レ
バ
、
直
ニ
入
リ
テ

二

阿
鼻
ニ一
、
歴
劫
周
慞
シ
テ
、
無
シレ
由
レ
可
キ
ニ

レ

出
ヅ
。
但
如
来
恐
レ
テ

三

其
レ

造
ラ
ン
ヲ

二　

其
ノ
二
ノ
過
ヲ一
、
方
便
シ
テ
止
メ
テ
言
ヘ
リ

レ

不
トレ

得
二
往
生
ヲ一
。
亦
不
ザ
ル

二

是

不
ル
ニ

一
レ
摂
セ
也）

（（
（

と
述
べ
る
。
極
め
て
重
い
罪
で
あ
る
五
逆
と
謗
法
は
、
本
来
そ
の
罪
の
果
報
と
し
て

阿
鼻
地
獄
に
堕
し
、
途
方
も
な
い
間
苦
し
み
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
の
罪
過
を
犯
さ
ぬ
よ
う
、
方
便
と
し
て
こ
こ
で
唯
除
の
文
が
説
示
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
善
導
は
こ
れ
を
抑
止
門
と
押
さ
え
る
。
そ
し
て
唯
除
を
釈
尊
の
方
便
と

押
さ
え
つ
つ
も
、
結
び
に
「
不
是
不
摂
」
と
一
切
衆
生
の
救
済
を
誓
う
阿
弥
陀
仏
の

本
願
の
普
遍
性
を
記
す
。

そ
し
て
、
次
に
『
観
経
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

又
下
品
下
生
ノ
中
ニ
、
取
リ
テ

二

五
逆
ヲ一

除
ク
ト
ハ

二　
　

謗
法
ヲ一

者
、
其
レ
五
逆
ハ
已
ニ
作
レ
リ
、

不
レ
可
カ
ラ

三

捨
テ
ゝ
令
ム二

流
転
セ一
。
還
テ
発
シ
テ

二

大
悲
ヲ一
、
摂
取
シ
テ
往
生
セ
シ
ム
。
然
ル
ニ
謗

法
之
罪
ハ
未
ダレ

為
ラ
、
又
止
メ
テ
言
フ下

若
シ
起
サ
バ

二

謗
法
ヲ一

即
チ
不
ト　上

レ

得
レ
生
ズ
ル
コ
ト
ヲ
。

此
ハ
就
テ二
未
造
業
ニ一
而
解
ス
ル
。
若
シ
造
ラ
バ
還
テ
摂
シ
テ

得
シ
メ
ン

レ　

生
ヲ

）
（（
（

『
観
経
』
で
は
五
逆
と
は
已
に
犯
し
た
罪
で
あ
る
（
已
造
業
）。
謗
法
は
未
だ
犯
さ

ざ
る
罪
で
あ
る
（
未
造
業
）。『
観
経
』
に
説
示
さ
れ
る
五
逆
と
謗
法
の
在
り
方
を
已

造
業
・
未
造
業
と
区
分
し
、
そ
の
上
で
先
の
『
大
経
』
の
論
理
と
同
様
に
抑
止
と
摂

取
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
押
さ
え
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
未
造
業
た
る
謗
法
は
抑
止



善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題　

本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て

二
七

に
よ
り
不
得
と
説
か
れ
る
が
、
已
造
業
た
る
五
逆
に
つ
い
て
は
摂
め
取
る
の
で
あ

る
。
又
、
未
造
業
に
つ
い
て
も
抑
止
と
は
方
便
で
あ
り
、
も
し
犯
す
こ
と
が
あ
っ
た

な
ら
ば
謗
法
の
者
も
ま
た
摂
し
生
を
得
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
未
造
業
に
対
し
て
は
抑
止
門
、
已
造
業
に
つ
い
て
は
摂
取
門

と
い
う
関
係
性
と
し
て
押
さ
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
抑
止
門
と
は
極
め
て
重
い
罪
に
対

す
る
方
便
の
教
説
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
ど
こ
ま
で
も
摂
取
門
と
し
て
凡
夫

に
開
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
抑
止
と
摂
取
、
未
造
と
已
造
の
関
係
を
唯
除
の
文

に
見
出
し
、
未
造
業
に
抑
止
門
を
、
已
造
業
に
摂
取
門
を
、
そ
し
て
そ
の
救
済
原
理

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
そ
の
も
の
は
ど
こ
ま
で
も
摂
取
門
に
見
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
唯
除
の
文
を
通
し
て
、
下
下
品
の
経
説
を
理
解
す
る
際
の
中
心
課
題
と
な
る
、
罪

と
救
済
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

二
尊
の
教
説
に
関
し
て
は
、『
大
経
』
の
「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
文
を
釈
迦

の
言
葉
と
す
る
か
、
阿
弥
陀
仏
の
経
説
と
す
る
か
、
覚
如
以
来
多
く
議
論
さ
れ
て
い

る）
（（
（

。
善
導
の
文
意
か
ら
し
て
、
摂
取
門
を
阿
弥
陀
仏
に
充
当
さ
せ
、
抑
止
門
を
釈
尊

の
方
便
と
考
え
る
な
ら
ば
、
唯
除
の
文
と
は
釈
尊
の
言
葉
と
し
て
解
す
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
唯
除
の
機
こ
そ
本
願
の
正
機
と
す

る
と
い
う
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
広
瀬
杲
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済

と
い
う
事
実
に
触
れ
る
こ
と
が
こ
の
唯
除
の
文
の
本
来
の
有
す
る
意
義
で
あ
る
か
ぎ

り
、
唯
除
の
文
を
釈
迦
弥
陀
二
尊
に
割
り
当
て
て
考
え
る
こ
と
は
、
実
践
道
と
し
て

仏
道
を
歩
む
上
で
は
意
味
を
持
た
な
い
と
も
言
え
る）

（（
（

。

以
上
こ
の
問
答
か
ら
は
、
善
導
の
意
識
の
中
に
摂
取
不
捨
と
し
て
の
阿
弥
陀
仏
と

い
う
こ
と
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
ま
り
、
加
減
の
文
が
、
本
願
に
対
す
る
善
導
の
了
解
で
あ
る
限
り
、
そ
の
本
願

は
摂
取
不
捨
と
し
て
表
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
加
減
の

文
に
お
い
て
唯
除
の
文
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
は
、
善
導
の
本
願
に
対
す
る
信
順
を
表

し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

二
‐
３　

称
我
名
号
下
至
十
声

次
に
「
称
我
名
号
」
が
加
え
ら
れ
、「
乃
至
十
念
」
が
「
下
至
十
声
」
に
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
道
綽
と
善
導
は
「
称
我
名
号
」
の

四
字
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
八
願
文
か
ら
は
直
接
読
み
取
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
、「
称
名
」
の
意
味
を
新
た
に
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
善
導

は
「
十
念
」
を
「
十
声
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
口
称
念
仏
を
全
面
に
打
ち

出
す
。
し
か
し
、
本
来
の
十
八
願
文
の
「
念
」
の
語
に
は
、
称
す
る
と
い
う
意
味
は

伴
っ
て
い
な
い
。
ま
た
『
大
経
』
の
「
念
」
の
語
は
第
十
八
願
文
以
外
に
、
第
十
八

願
成
就
文
、
三
輩
段
な
ど
に
散
見
で
き
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も

「
称
」
あ
る
い
は
「
声
」
と
い
う
語
彙
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
藤
田
宏
達
に

よ
れ
ば
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
を
和
訳
し
た
場
合
、
第
十
八
願
因
願
文
・
成
就
文
・

三
輩
段
に
説
示
さ
れ
る
「
念
」
と
は
以
下
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
要
約
し
て
記
載
す
る
。

因
願
文　
「
乃
至
十
念
」・
・
・
心
を
起
こ
す
こ
と
（
心
念
）

成
就
文　
「
乃
至
一
念
」・
・
・
心
を
起
こ
す
こ
と
（
心
念
）



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
三
十
四
号

二
八

上
輩　
　
「
一
向
専
念
」・
・
・
思
念
（
作
意
）

中
輩　
　
「
一
向
専
念
」・
・
・
思
念
（
作
意
）

下
輩　
　
「
乃
至
十
念
・
乃
至
一
念
」・
・
・
心
を
起
こ
す
こ
と
（
心
念
）

　
　
　
　
「
念
無
量
寿
仏
」・
・
・
随
念

　
　
　
　
「
念
彼
仏
」・
・
・
思
念
（
作
意）

（（
（

）

こ
の
よ
う
に
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
「
念
」
は
心
念
・
随
念
・
思
念
に
大
別
さ
れ

る
。
こ
の
三
つ
の
用
例
か
ら
し
て
「
念
」
と
は
心
の
作
用
を
意
味
し
、
名
を
称
え
る

（
声
）
に
置
き
換
え
る
こ
と
は
、
そ
の
「
念
」
の
有
す
る
本
来
の
意
味
か
ら
し
て
難

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

で
は
、
善
導
が
「
下
至
十
声
」
と
読
み
か
え
る
に
至
っ
た
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
得

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の
改
変
も
下
下
品
の
経
説
に
対
す
る
善
導

の
理
解
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
下
下
品
に
は
「
応
称
無
量
寿

仏
」
と
称
名
を
勧
励
す
る
経
説
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
生
造
悪
の
凡

夫
に
釈
尊
が
称
名
念
仏
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
本
来
唯
除
さ
れ
る
衆
生
が
救
済
さ
れ

る
そ
の
原
理
を
、
善
導
は
こ
の
下
下
品
が
説
く
「
称
名
」
の
経
説
に
見
据
え
る
の
で

あ
る
。

少
し
長
い
引
用
に
な
る
が
『
観
経
』
本
文
を
提
示
し
な
が
ら
、『
観
経
』
の
展
開

に
沿
っ
て
善
導
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
た
い
。

仏
告
ゲ
下
ハ
ク

二　
　

阿
難
及
ビ
韋
提
希
ニ一
。
下
品
下
生
ト
ハ
者
、
或
ハ
有
リ
テ

二

衆
生
一
、
作
リ二

不

善
業
タ
ル
五
逆
・
十
悪
ヲ一
、
具
セ
ン

二

諸
ノ
不
善
ヲ一
。
如
キ
ノ

レ

此
ノ
愚
人
、
以
テ
ノ

二

悪
業
ヲ一

故
ニ
、
応
ニ下
堕
シ二
悪
道
ニ一
、
経
二
歴
シ
テ
多
劫
ヲ一
、
受
ク
ル
コ
ト

レ　
　

苦
ヲ
無
窮
ナ
ル

上

。
如
キレ
此
ノ
愚

人
、
臨
ミ
テ

二

命
終
ノ
時
ニ一

、
遇
ハ
ン

下

善
知
識
種
種
安
慰
シ
テ

為
ニ

説
キ二

妙
法
一

教
ヘ
テ

令
ム
ル
ニ

中　
　

①
念
仏
セ上
。
此
ノ
人
苦
ニ
逼
メ
ラ
レ
テ
、
不
レ
遑
ア
ラ

二

念
仏
ニ一
。
善
友
告
ゲ
テ
言
ク
。

汝
若
シ
不
バレ

能
ハレ

念
ズ
ル
ニ
者
、
②
応
ニレ

称
ス二

無
量
寿
仏
ト一
。
如
キレ

是
ノ
至
シ
テ

レ

心
ヲ
令
メ
テ

二

声
ヲ
シ
テ
不
ヲ　一

レ
絶
エ
、
具
二
足
シ
テ
十
念
ヲ一
称
セ
ン

二

南
無
阿
弥
陀
仏
ト一

）
（（
（

先
述
し
た
道
綽
の
加
減
の
文
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
下
下
品
の
経
説
は
造
悪
の
衆

生
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
愚
人
は
悪
業
の
報
い
と
し
て
悪
道
に
堕
ち
限
り

な
い
苦
し
み
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
愚
か
な
人
が
命
終
の
時
、
善
知
識

に
よ
っ
て
安
慰
さ
れ
仏
を
念
ず
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
（
こ
こ
に
念
仏
（
番
号
①
）

が
説
示
さ
れ
る
）。
し
か
し
、
苦
に
逼
ら
れ
て
念
仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
よ
き
人
は
「
称
無
量
寿
仏
」
を
勧
め
る
の
で
あ
る
（
こ
こ
に
称
名
念
仏
（
番
号

②
）
が
説
示
さ
れ
る
）。
即
ち
、『
観
経
』
の
こ
の
一
段
に
は
念
仏
か
ら
称
名
と
い
う

展
開
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
善
導
も
注
意
を
払
っ
て
い

る
。
善
導
は
「
汝
も
し
念
ず
る
に
能
わ
ず
は
、
ま
さ
に
無
量
寿
仏
と
称
す
べ
し
」
と

い
う
一
節
に
つ
い
て
、

明
ス下
善
友
知
リ
テ

二

苦
ミ
テ
失
念
ス
ト

一

転
ジ
テ

レ

教
ヲ
口
ニ
称
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ

中　
　
　
　
　

弥
陀
ノ
名
号
ヲ上

）
（（
（

と
注
釈
す
る
。
教
え
を
転・

・

・
じ
て
弥
陀
の
名
号
を
称
す
る
こ
と
を
勧
め
る
と
押
さ
え
て

い
る
。
で
は
そ
の
転
ぜ
ら
れ
た
教
と
は
何
か
。
そ
れ
は
番
号
①
で
示
し
た
「
教
令
念

仏
」
で
あ
る
。
善
導
は
こ
の
念
仏
に
つ
い
て
、

明
ス二
善
人
安
慰
シ
テ
、
教
ヘ
テ
令
ム
ル
コ
ト
ヲ

一
レ　
　

念
ゼレ
仏
ヲ

）
（（
（

と
苦
に
対
す
る
安
ら
ぎ
や
慰
め
と
し
て
仏
を
念
じ
る
こ
と
と
押
さ
え
る
。
つ
ま
り

「
転
教
」
と
は
安
慰
と
し
て
の
念
仏
を
転
じ
、
無
量
寿
仏
の
名
を
称
す
る
こ
と
を
言



善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題　

本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て

二
九

う
。
下
下
品
で
は
念
仏
と
称
名
念
仏
を
明
確
に
区
別
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
下
下
品
に
は
「
念
」
の
語
が
五
箇
所
説
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
念
」

の
用
例
に
つ
い
て
藤
田
宏
達
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

前
三
回
は
観
念
・
憶
念
を
意
味
す
る
が
、
後
の
二
回
は
称
名
と
同
じ
内
容
を
意

味
す
る
も
の
と
し
、「
十
念
」
を
「
十
声
」、「
念
念
」
を
「
声
声
」
の
意
に
解

し
て
い
る）

（（
（

。

こ
こ
で
藤
田
は
下
下
品
に
お
け
る
「
念
」
の
語
が
異
な
っ
た
意
味
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
前
三
回
と
後
二
回
と
は
「
応
称
無
量
寿
仏
」
の
説
示
を
境
と
し

て
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り
、
無
量
寿
仏
の
名
を
称
せ
よ
と
い
う
経
文
以
前

は
、
観
念
と
し
て
の
念
仏
で
あ
り
、
後
の
二
回
の
「
念
」
は
声
に
出
す
と
い
う
意
味

で
の
口
称
の
念
仏
と
い
う
新
た
な
内
容
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
先
の
「
転
教
」
と
は
、
一
つ
に
は
安
慰
か
ら
称
名
へ
と
転

じ
、
更
に
は
仏
を
念
ず
る
と
い
う
在
り
方
そ
の
も
の
に
も
、
観
念
か
ら
口
称
へ
と
転

換
し
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

こ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
加
減
の
文
に
お
い
て
「
称
我
名
号
（
字
）
下
至
十

声
」
と
善
導
が
記
し
た
こ
と
は
、
単
に
十
八
願
文
に
称
名
の
意
味
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
称
名
こ
そ
が
凡
夫
の
往
生
行
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
出
す

意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
、
念
仏
か
ら
称
名
と
い
う
、
こ
の
転
教
自
体
は
、

『
観
経
』
の
展
開
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
が
い
ま

課
題
と
す
べ
き
は
、

一
心
ニ
専
二
念
シ
テ
弥
陀
ノ
名
号
ヲ一
、
行
住
座
臥
、
不
レ
問
ハ二

時
節
ノ
久
近
ヲ一
、
念
念
ニ

不
ルレ
捨
テ
者
ハ
、
是
ヲ
名
ク二
正
定
之
業
ト一
。
順
ズ
ル
ガ

二　

彼
ノ
仏
願
ニ一
故
ニ

）
（（
（

と
称
名
が
往
生
行
で
あ
り
得
る
根
拠
を
仏
願
に
求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
仏
願
に
「
順
ず
る
」
と
言
い
切
る
こ
と
の
で
き
た
善
導
の
信
に
つ
い
て
で
あ
る
。

我
々
は
と
も
す
れ
ば
念
仏
に
安
ら
ぎ
や
慰
め
を
求
め
て
い
く
。
し
か
し
、
善
導
は
そ

れ
を
徹
頭
徹
尾
認
め
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
救
わ
れ
る
べ
き
は
五
逆
で
あ
り
謗
法
の

者
だ
か
ら
で
あ
る
。『
観
経
』
で
言
え
ば
韋
提
希
で
あ
り
、
更
に
は
善
導
自
身
で
あ

る
。
そ
こ
に
信
心
が
機
法
二
種
深
信
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
意
味
が

あ
る
（
後
に
考
察
す
る
）。
ま
た
、
加
減
の
文
と
し
て
、
経
文
を
読
み
か
え
る
と
い

う
表
現
方
法
に
も
、
そ
の
よ
う
な
善
導
の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か）

（（
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
善
導
が
「
称
我
名
号
下
至
十
声
」
と
記
し
た
こ
と
は
、
十
八
願

文
に
新
た
に
称
名
の
意
を
加
え
、『
大
経
』
所
説
の
「
念
」
を
『
観
経
』
の
下
下
品
の

経
説
に
立
っ
て
「
声
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

二
‐
４　

行
と
信

唯
除
の
文
の
省
略
と
称
我
名
号
の
追
釈
、
こ
の
二
つ
に
共
通
す
る
も
の
は
、
善
導

の
言
葉
で
言
え
ば
、

摂
取
シ
テ
不
ル
ガ

レ

捨
テ
故
ニ
名
ク二
阿
弥
陀
ト一

）
（（
（

と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
、
就
中
、
阿
弥
陀
の
本
願
を
視
座
と
し
て
い
る
点
に

あ
る
。
そ
の
は
た
ら
き
に
応
答
す
る
も
の
が
信
心
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
善
導
は

『
観
経
疏
』
劈
頭
の
偈
頌
に
お
い
て
、
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三
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道
俗
時
衆
等　

各
オ
ノ
発
セ二
無
上
ノ
心
ヲ一

）
（（
（

と
述
べ
無
上
心
を
起
こ
す
こ
と
を
勧
励
し
て
い
る
。
阿
弥
陀
の
は
た
ら
き
と
信
心
、

こ
の
両
者
の
ど
ち
ら
に
視
点
を
置
く
の
か
、
善
導
教
学
を
考
察
す
る
上
で
は
極
め
て

大
切
な
確
認
事
項
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
善
導
が
「
摂
取
不
捨）

（（
（

」
の
一

節
に
対
し
て
、
三
縁
釈）

（（
（

を
も
っ
て
応
答
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
浄
土
教
の
救
済
を
考
え
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
衆
生
と
阿
弥
陀
仏

の
関
係
性
の
中
で
様
々
な
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
善
導
が
ど
ち
ら
の
立

場
に
依
っ
て
言
及
し
て
い
る
か
は
常
に
念
頭
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上

記
の
二
点
（
唯
除
の
文
と
称
我
名
号
）
は
共
に
阿
弥
陀
の
本
願
に
そ
の
視
座
が
置
か

れ
、
衆
生
に
対
す
る
は
た
ら
き
が
顕
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
、「
至
心
信
楽
欲
生
」
と
「
称
我
名
号
下
至
十
声
」
の
置
換
に
つ
い
て
言

え
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
（
三
信
）
を

省
略
し
、
行
（
称
名
）
を
新
た
に
提
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
既
述
の
ご
と

く
、
い
ま
課
題
と
す
べ
き
は
、
そ
の
省
略
さ
れ
た
「
信
」
に
つ
い
て
の
善
導
了
解
で

あ
る
。
省
略
と
言
っ
て
も
、
文
意
に
齟
齬
を
き
た
す
と
い
う
よ
う
な
理
由
か
ら
除
か

れ
た
の
で
は
な
い
。「
称
我
名
号
下
至
十
声
」
の
八
字
に
既
に
善
導
の
信
は
示
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
深
意
を
考
察
す
る
た
め
に
、「
置
き
換
え
」
と
い
う
表
現
方
法
に

注
目
し
た
い
。
実
は
「
信
」
を
略
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
然
以
降
多
く
の

先
学
が
そ
の
見
解
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
法
然
は
、

衆
生
称
念
必
得
往
生
と
し
り
ぬ
れ
ば
、
自
然
に
三
心
を
具
足
す
る
ゆ
え
に
、
こ

の
こ
と
は
り
を
あ
ら
は
さ
ん
が
た
め
に
略
し
給
へ
る
也）

（（
（

と
称
名
に
自
然
に
三
信
が
具
足
す
る
と
述
べ
る
。
ま
た
存
覚
も
仏
の
名
号
を
称
し
往

生
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
信
知
す
る
、
こ
れ
を
「
至
心
信
楽
欲
生
」
と
す
る
。
よ
っ

て
称
我
名
号
の
義
に
は
三
信
が
備
わ
っ
て
い
る
と
す
る）

（（
（

。
法
然
も
存
覚
も
共
通
す
る

の
は
、
行
信
不
離
の
釈
と
し
て
解
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
他
多
く
の
先
学
の
指

摘
も
こ
こ
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
。
確
か
に
『
往
生
礼
讃
』
の
加
減
の
文
は
、
続
け

て
、

彼
ノ
仏
今
現
ニ
在
マ
シ
テ
世
成
仏
シ
下
ヘ
リ
。
当
ニレ

知
ル
、
本
誓
重
願
不
ル
コ
ト
ヲ

レ　
　

虚
シ
カ
ラ
、

衆
生
称
念
ス
レ
バ
必
ズ
得
ト二
往
生
ヲ一

）
（（
（

と
記
し
て
い
る
。
因
位
法
蔵
菩
薩
の
成
仏
は
同
時
に
「
設
我
得
仏
～
不
取
正
覚
」
と

い
う
誓
願
の
成
就
を
意
味
し
て
い
る
。
加
減
の
文
が
十
八
願
文
に
対
す
る
配
慮
で
あ

る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
一
節
に
本
願
に
対
す
る
信
、
即
ち
「
至
心
信
楽
欲
生
」
の

成
就
が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
法
然
は
「
衆
生
称
念
必
得

往
生
と
し
り
ぬ
れ
ば
」
と
述
べ
、
必
得
往
生
の
内
実
に
三
信
具
足
を
見
定
め
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
信
が
省
略
さ
れ
る
所
以
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
信
の
省
略
は
、
単
に

省
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
既
に
「
信
」
が
「
称
我
名
号
」
の
四
字
に
含
意
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
省
略
や
除
く
と
い
う
よ
り
も
、
置
き
換
え
と
い

う
表
現
の
ほ
う
が
よ
り
適
切
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
行
信
不
離
と
の
指
摘
は
数
多
く
あ
る
も
の

の
、
具
体
的
に
善
導
の
信
心
を
掘
り
下
げ
て
、
更
に
そ
の
内
容
を
加
減
の
文
へ
還
元

し
考
察
す
る
と
い
う
よ
う
な
手
法
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。（
そ
の
理
由
と
し
て
考



善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題　

本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て

三
一

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
加
減
の
文
が
「
信
」
で
は
な
く
「
行
」（
は
た
ら
き
）
に
視
座

を
置
く
も
の
で
あ
る
か
ら
か
）

そ
こ
で
、
最
後
に
深
信
の
心
と
言
わ
れ
る
深
心
釈
に
止
目
し
、
善
導
の
信
に
対
す

る
理
解
を
精
査
し
、
本
願
加
減
の
文
へ
と
繋
が
る
要
因
を
模
索
し
て
み
た
い
。

誤
解
を
恐
れ
ず
言
え
ば
、
加
減
の
文
は
行
と
信
に
つ
い
て
、
そ
の
内
実
は
異
な
る

と
し
て
も
、
表
面
的
に
は
「
信
を
除
き
行
を
立
て
る
」
と
い
う
関
係
性
を
提
示
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
言
及
し
て
き
た
通
り
、『
観
経
』
下
下
品
の
展
開
か
ら
称
名
一

行
が
立
て
ら
れ
る
原
拠
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
善
導
が
仏
道
に
お
け
る

「
行
」
そ
れ
自
体
の
意
義
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
深
心
釈
に
お
け
る
正
雑
二
行
の
判

釈
で
あ
る
。
善
導
は
行
に
正
行
と
雑
行
の
二
種
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
読
誦
・
観
察
・

礼
拝
・
称
名
・
讃
嘆
供
養
を
正
行
と
す
る
。
そ
し
て
、
五
正
行
に
つ
い
て
更
に
正
助

二
業
あ
る
こ
と
を
記
す
。
称
名
念
仏
を
正
定
業
と
し
て
前
三
後
一
を
助
業
と
す
る
。

称
名
念
仏
が
正
定
業
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
も
引
用
し
た
、

一
心
ニ
専
二
念
シ
テ
弥
陀
ノ
名
号
ヲ一
、
行
住
座
臥
、
不
レ
問
ハ二

時
節
ノ
久
近
ヲ一
、
念
念
ニ

不
ルレ
捨
テ
者
ハ
、
是
ヲ
名
ク二
正
定
之
業
ト一
。
順
ズ
ル
ガ

二　

彼
ノ
仏
願
ニ一
故
ニ

）
（（
（

こ
の
一
節
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
み

た
い
。
一
つ
に
、
正
雑
二
行
に
は
じ
ま
る
こ
の
一
連
の
展
開
の
冒
頭
に
善
導
が
、

就
テレ
行
ニ
立
テ
バ

レ

信
ヲ

）
（（
（

と
掲
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
加
減
の
文
は
「
信
を
除
き
行
を
立
て
る
」
こ
と

を
内
容
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
行
に
つ
い
て
信
を
立
て
る
」
と
述
べ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
矛
盾
的
関
係
性
の
中
に
、
先
学
の
多
く
が
指
摘
し
た
行
信

不
離
の
構
造
も
看
取
で
き
よ
う
。
で
は
善
導
は
こ
の
「
信
」
に
一
体
ど
の
よ
う
な

意
味
を
求
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
善
導
は
深
心
釈
に
お
い
て
、
機
法
二
種
深
信
、

『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
に
対
す
る
深
信
を
説
く
。
そ
し
て
、
そ
の
四
つ
の
深
信
を
確

認
す
る
意
味
で
、「
深
信
す
る
者
」
と
し
て
、

深
信
ス
ル
者
、
仰
ギ
願
ハ
ク
ハ
一
切
ノ
行
者
等
、
一
心
ニ
唯
信
シ
テ

二

仏
語
ヲ一

不
レ
顧
ミ二

身

命
ヲ一
、
決
定
シ
テ
依
テレ
行
ニ
・
・
・）

（（
（

と
押
さ
え
る
。
つ
ま
り
深
信
と
は
、
自
我
を
省
み
ず
仏
語
を
信
じ
る
こ
と
意
味
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
信
あ
れ
ば
こ
そ
、「
行
に
依
る
」
と
い
う
念
仏
者
の
生
き
方
が
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
つ
目
に
注
目
し
た
い
の
が
、「
往
生
行
と
し
て
の
称

名
念
仏
」
と
い
う
確
認
点
で
あ
る
。
即
ち
称
名
念
仏
と
は
、
証
を
備
え
た
行
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
証
が
伴
っ
た
行
で
あ
れ
ば
こ
そ
、「
た
だ
仏
語
を
信
じ
身
命

を
顧
み
ず
」
と
い
う
言
葉
も
説
得
力
を
持
つ
。
往
生
の
行
に
つ
い
て
は
、
南
無
阿
弥

陀
仏
を
直
接
注
釈
し
た
六
字
釈
の
中
で
も
、

言
フ
ハ

二

南
無
ト一

者
即
チ
是
帰
命
ナ
リ
、
亦
是
発
願
回
向
之
義
ナ
リ
。
言
フ
ハ

二

阿
弥
陀
仏
ト一

者
、
即
チ
是
其
ノ
行
ナ
リ
。
以
テ
ノ

二

斯
ノ
義
ヲ一
故
ニ
必
ズ
得
ト二
往
生
ヲ一

）
（（
（

と
称
名
が
「
必
得
往
生
」
の
行
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
押
さ
え
て
い
る
。
ま
た
『
往

生
礼
讃
』
の
加
減
の
文
に
も
「
衆
生
称
念
す
れ
ば
必
ず
往
生
を
得
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
実
は
行
の
判
釈
を
行
う
上
で
、
最
も
注
視
さ
れ
る
べ
き
は
、
そ
の
行
に
よ
っ

て
証
（
往
生
）
が
成
立
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
称
名
正
定
業
の
根
拠
に
、「
順
彼
仏
願
故
」
の
一
語
が
置
か
れ
る
の
で
あ
り
、

加
減
の
文
で
言
え
ば
、「
彼
仏
今
現
在
世
成
仏
」
と
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
、「
決
定
し
て
行
に
依
る
」
も
し
く
は
「
彼
の
仏
願
に
順
ず
る
」
と
い
う

言
葉
の
背
景
に
あ
る
も
の
が
善
導
の
信
で
あ
る
。
そ
の
信
の
内
実
を
よ
り
端
的
に
物

語
っ
て
い
る
の
が
、『
往
生
礼
讃
』
に
記
さ
れ
る
二
種
深
信
の
文
で
あ
る
。
特
に
法

の
深
信
の
文
に
加
減
の
文
と
の
類
似
点
を
い
く
つ
か
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
信
丙
知
シ
テ
弥
陀
ノ
本
弘
誓
願
ハ
、
及
ブ
マ
デ

下　

称
ス
ル
コ
ト

二　
　
　

名
号
ヲ一

下
至
十
声
・
一
声

等
ニ上
、
定
ン
デ
得
シ
ム
ト

乙　

往
生
ヲ甲
、
乃
シ
至
ル
マ
デ

二　

一
念
ニ一
無
シレ
有
ル
コ
ト

二　

疑
心
一
、
故
ニ
名
ク二
深

心
ト一

）
（（
（

「
称
名
号
下
至
十
声
」
や
「
定
得
往
生
」
と
い
っ
た
文
言
に
加
減
の
文
と
の
共
通
点

が
あ
る
。
称
名
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
を
得
る
。
こ
れ
が
法
を
深
く
信
ず
る
こ
と
の
内

容
と
な
る
。

た
と
え
ば
「
だ
れ
が
ど
の
よ
う
に
救
わ
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
の
中
で
論

じ
る
な
ら
ば
、
こ
の
法
の
深
信
の
文
は
「
ど
の
よ
う
に
」
の
部
分
に
対
応
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
加
減
の
文
も
法
の
深
信
の
文
も
共
に
、「
ど
の
よ
う
に
救
わ
れ
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
善
導
の
一
つ
の
回
答
の
表
れ
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

た
だ
大
切
な
こ
と
は
、
な
ぜ
そ
う
い
っ
た
問
い
が
善
導
の
中
で
提
起
さ
れ
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
救
済
が
「
だ
れ
」
の
た

め
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
「
だ
れ
」
に
応
答

す
る
も
の
が
機
の
深
信
の
文
で
あ
る
。

深
心
、
即
チ
是
真
実
ノ
信
心
ナ
リ
。
信
下
知
ス
自
身
ハ
是
具
二
足
セ
ル
煩
悩
ヲ一

凡
夫
、
善

根
薄
少
ニ
シ
テ
流
二
転
シ
テ
三
界
ニ一
、
不
ト　上

レ
出
デ二
火
宅
ヲ一

）
（（
（

そ
の
「
だ
れ
」
と
は
、『
観
経
』
の
内
容
に
即
し
て
言
え
ば
、
凡
夫
で
あ
り
、
韋
提

希
で
あ
り
、
更
に
は
善
導
で
あ
り
、
一
切
衆
生
で
あ
り
、
私
自
身
で
あ
る
。
即
ち
凡

夫
は
私
自
身
で
あ
る
、
そ
の
信
知
を
機
の
深
信
と
い
う
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
救
わ
れ

難
い
存
在
と
し
て
の
自
身
に
出
遇
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
救
わ

れ
難
い
存
在
が
「
ど
の
よ
う
に
救
わ
れ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
重
く
大
き
な
問
い

と
し
て
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
救
わ
れ
な
い
身
の
信
知
に
往
生
と
い
う

証
を
強
く
願
わ
せ
る
原
動
力
が
あ
る
。
加
減
の
文
に
か
え
し
て
言
え
ば
、『
観
念
法

門
』
の
文
で
「
十
方
衆
生
」
に
続
い
て
「
願
生
彼
国
」
と
付
記
さ
れ
る
、
そ
の
願
生

心
の
根
源
に
「
煩
悩
を
具
足
せ
る
凡
夫
」
の
信
知
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
機
の
深
信
と
い
う
信
の
発
露
が
「
称
我
名
号
下
至
十
声
」
と
い
う
行
の
相
を

取
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
三
信
と
称
名
の
置
き
換
え
の
内
実
と
も
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
行
に
対
す
る
信
の
課
題
に
つ
い
て
、
就
行
立
信
釈
を
中
心
と
し

て
考
察
し
て
き
た
。
善
導
が
示
す
称
名
正
定
業
と
は
信
を
根
拠
と
す
る
か
ら
こ
そ
、

そ
こ
に
往
生
が
必
得
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
最
も
端

的
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
加
減
の
文
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
善
導
が
明

ら
か
に
し
た
行
に
対
す
る
信
の
意
義
は
、『
選
択
集
』「
三
心
章
」
や
『
教
行
信
証
』

「
信
巻
」
の
引
用
か
ら
し
て
も
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
即
ち
、
凡
夫
を
主
体
と
し
た
行
信
の
了
解
で
あ
る
。

た
だ
し
、
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』
で
示
す
「
真
実
の
行
信）

（（
（

」
と
す
ぐ
さ
ま
同
列
で

語
ら
れ
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
「
行
巻
」
に
お
い
て
、
称
名
念
仏
を
大
行

と
し
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
背
景
に
七
高
僧
を
は
じ
め
と
す
る
、
念
仏
の
歴
史
を
見

据
え
て
い
る
。
し
か
し
、
善
導
の
了
解
は
凡
夫
が
救
わ
れ
る
べ
き
行
と
し
て
の
称
名



善
導
に
お
け
る
行
と
信
の
課
題　

本
願
加
減
の
文
を
視
点
と
し
て

三
三

念
仏
で
あ
り
、
そ
こ
に
諸
仏
称
名
の
意
は
積
極
的
に
は
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

う
い
っ
た
善
導
・
法
然
・
親
鸞
の
う
え
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
思
想
的
変
遷
に
つ
い

て
は
、
向
後
の
課
題
と
し
た
い
。

三　

結
論

『
大
経
』
の
十
八
願
文
に
善
導
自
身
の
救
済
を
尋
ね
た
と
き
、
善
導
が
明
ら
か
に

し
た
の
が
本
願
加
減
の
文
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
表
面
的
に
は
称
名
念
仏
を
打
ち
出
す

こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
の
根
底
に
は
、
機
の
深
信
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
な
自
己
内
省
・
自
己
凝
視
を
伴
っ
て
い
る
。
救
わ
れ
難
い
自
身
が
ど
の
よ

う
に
救
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
問
い
が
加
減
の
文
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
加
減
の
文
で
は
、
唯
除
の
文
が
省
略
さ
れ
、
称
名
念
仏
の
意
が
新
た
に

与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
か
ら
言
え
ば
、
本
願
加
減
の
文
と
は
、
善
導
の
信
仰
告
白
の
一
つ
の
形

を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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瀬
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岩
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者
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五
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（
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い
る
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た
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に
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と
を
不
忠
実
な
行
為
と
し
て
批
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し
て
い
る
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田
左
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吉
全
集
』
第
一
九
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昭
和
四
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年　
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波
書
店
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こ
れ
に
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や
善
導
の
書
き
か
え
が
文
献
の
単
な
る
改
作

や
錯
誤
で
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な
く
、
深
い
宗
教
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験
に
も
と
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い
た
書
き
か
え
で
あ
り
、
し
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が
っ
て
個
人
的
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恣
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に
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な
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が
仏
の
本
意
に
か

な
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う
、
仏
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に
根
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あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
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必
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あ
る
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と
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べ
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善
導
』）。
確
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に
、
読
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か
え
と
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為
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体
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作
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錯
誤
に
よ
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も
の
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っ
た
場
合
、
認
め
ら
れ
得
る
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
、
親
鸞
も
多
く
の
読
み
か
え
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の

人
そ
の
人
の
思
想
を
最
も
よ
く
表
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
か
。
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